
耳鼻咽喉科・ 頭頸部外科【 Stage 1】  

１ ． 実習の基本方針（ 目的・ 到達目標）  

 耳鼻咽喉科・ 頭頸部外科はヒ ト の感覚器のう ち聴覚・ 嗅覚・ 味覚・ 平衡覚を扱う 。 ま た、 耳科領域、

鼻科領域、 咽喉頭領域、 頭頸部領域に分類さ れる 豊富なサブス ペシャ リ ティ を有する 。 手術では、 人体

で最も 小さ な骨である 耳小骨を顕微鏡下に操作する よ う な耳科手術から 、 繊細さ と ダイ ナミ ッ ク さ 両

方を 兼ね備えた頭頸部癌の手術、 鼻腔や咽喉の奥深く を内視鏡で操作する よ う な手術など 多く の手技

がある 。 外来では乳幼児から 高齢者に至る ま での幅広い年代の患者を 診察する 。  

 

Stage１ では下記の診療の基礎的事項について実習する 。  

 （ １ ） 耳鼻咽喉科学的診察及び治療に必要な各種鏡検の基本的技術を習得する 。  

 （ ２ ） 聴力検査、 平衡機能検査及びその他検査の原理を理解し 、 その検査手段を  

    学習する と と も に検査結果と 疾患を結びつける 。  

 （ ３ ） 問診、 診察、 検査データ から 診断への思考力を養い、 治療方針の立て方を学ぶ。  

 （ ４ ） 各種手術における 解剖、 目的、 方法を理解する 。  

 （ ５ ） 外来患者への問診に際し 、 マナーと コ ミ ュ ニケーショ ン力の習得。  

 

２ ． 実習の方法（ 内容・ 行動指針）  

（ １ ） 外来患者の問診・ 診察を指導教員の下で行い、 その診断過程に参加する 。  

（ ２ ） 衛生的手洗い、 手術的手洗い、 滅菌ガウ ンと 手袋の装着を実践の上、 入院患者の診察、 手術や

処置に参加する 。  

（ ３ ） 手術症例を 担当し 、 病歴、 診察・ 検査・ 画像所見、 診断及び治療方針について、 カンファ レ ン

ス にてプレ ゼンテーショ ンを行う 。 その結果を 実習最後の総括にて、 担当教員の前で発表し 、

質問に答える と と も にレポート にま と める 。  

 （ ４ ） 診察実習： 学生が互いに検者、 被検者と なり 指導教員の下で行う 。  

 （ ５ ） 各種検査実習： 聴力検査、 平衡機能検査など を、 学生が互いに検者、 被検者と なり 指導教員の

下で行う 。  

 （ ６ ） 手術症例や入院症例を検討する カンファ レ ンス に出席し 、 疾患や治療方針について学ぶ。  

 

３ ． 実習上の注意事項 

 （ １ ） 患者に不快感を与えないよ う 清潔な服装で実習にあたる と 同時に、 飛沫暴露から 自分自身を

守る ためと いう 意味でも 正し く 白衣やマス ク を装着する 意識を持つ。  

 （ ２ ） 外来診療やカンフ ァ レ ンス の中で多く の患者の個人情報に触れる こ と になる が、 実習中に知

り 得た患者についての情報は決し て他言し ない。  

（ ３ ） 手術見学において学生同士の雑談は行わない。  

 

４ ．「 医学生の臨床実習における 医行為と 水準」 の例示 

１ ） レベルⅠ： 指導医の指導・ 監視の下で実施さ れる べき  

   耳鏡・ 鼻鏡・ 喉頭鏡によ る 耳鼻科一般診察、 問診、 手術室における 手洗い・ ガウ ンテク ニッ ク ・

糸切り ・ 縫合など 、 入院患者の処置（ 気管カニュ ーレ の交換、 ガーゼ交換、 抜糸）  

   聴力検査、 平衡機能検査、 超音波検査（ 頸部）  
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２ ） レ ベルⅡ： 指導医の実施の介助・ 見学が推奨さ れる  

   喉頭ファ イ バー検査、 嚥下機能検査（ 嚥下内視鏡検査、 嚥下造影検査）、 外来手術や手術室にお 

ける 各種手術と 術後管理 

 

５ ． 実習ス ケジュ ール 

 実習はグループ全体で行う 実習やレ ク チャ ー、 総括（ ①〜⑧） の他は、 指導医のも と でマン・ ツー・

マン実習を行う 。  

            月月            火火            水水            木木            金金  

第第 11 週週  

午午前前  

オ リ エ ン テ ーシ

ョ ン後 

9:00～手術 

or 9:00～外来 

入院患者診察後 

9:00～手術 

or 10:00～外来 

入院患者診察後 

9:00～手術 

or 9:00～外来 

入院患者診察後 

9:00～手術 

or 10:00～外来 

入院患者診察後 

9:00～手術 

or 9:00～外来 

     

午午後後  

13:30～耳鼻科外

来 

①耳鼻咽喉診察・

フ ァ イ バー実習 

（ 重見 or 古屋）  

13:30～耳鼻科外

来 

②耳疾患レ ク チ

ャ ー 

聴力検査実習 

（ 木津）  

16:30～手術症例

カンファ レンス  

14:00～5 新カ ン

ファ 室 

③鼻副鼻腔疾患

レク チャ ー 

（ 松永）  

 

13:30～5 新カ ン

ファ 室 

④め ま い レ ク チ

ャ ー 

平衡機能検査実

習 

（ 渡辺）  

16:30～入院症例

カンファ レンス  

13:30～耳鼻科外

来 

⑤顕微鏡・ エコ ー

実習 

（ 吉永 or 上尾）  

第第 22 週週  

午午前前  

入院患者診察後 

9:00～手術 

or 9:00～外来 

入院患者診察後 

9:00～手術 

or 10:00～外来 

入院患者診察後 

9:00～手術 

or 9:00～外来 

入院患者診察後 

9:00～手術 

or 10:00～外来 

入院患者診察後 

9:00～手術 

or 9:00～外来 

     

午午後後  

実習補足日 

or レポート 作成 

14:00～耳鼻科外

来 

⑥嚥下レ ク チ ャ

ー、 実習 

（ 立山）  

16:30～手術症例

カンファ レンス  

  

14:00～5 新カ ン

ファ 室 

⑦頭頚部癌レ ク

チャ ー 

（ 篠村）  

15:00～5 新カ ン

ファ 室 

⑧総括： レ ポート

症例発表(渡辺) 

16:30～入院症例

カンファ レンス  

実習補足日 

or レポート 作成 

 

※ 集集合合時時間間  毎毎朝朝 88：： 1100  

集集合合場場所所  55 階階新新病病棟棟  耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科カカンンフフ ァァ レレ ンンスス 室室  

レ ポート は実習終了の翌週金曜日ま でに耳鼻咽喉科カンファ レ ンス 室のレ ポート 提出ボッ ク ス へ提出

する 。  
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